
　農業団体をはじめ、労働組合や消費者団体
など各界・各地から1300人が参加し「ＴＰＰは
いらない8・27緊急集会」がひらかれました。
　あいさつにたった志位和夫委員長は、ＴＰＰに
参加すれば、農林漁業は壊滅的な打撃をうけ、
復興の障害になると主張。また、異常円高の
解決にむけて、大企業による輸出だのみの経
済の転換と、投機マネーの規制が必要なのに、  
ＴＰＰ参加は、まったく逆方向に日本経済を導
くと批判。ＴＰＰ参加をやめさせ、「公正で民主
的」「食料主権」にたった貿易ルールを確立し
ようと訴えました。

　野田新政権について志位委員長は、消費税の増税、原発の推進、米軍普天間基地の辺野古「移設」
など、古い自民党政治をすすめる「民自公翼賛体制」がつくられつつあると批判。日本共産党は、震
災復興、原発問題など、被災者と国民の切実な願い実現にむけて積極的に提言しつつ、野田新政権
に正面から対決すると表明しました。


